
施策概要

効 果

◼ 全国的な対策と効果
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◼ 予算額（国費）（加速化・深化分）

河川、砂防、海岸分野における防災情報等の高度化

対策【国土交通省】

115

河川・ダムの諸量データの集約化やネットワーク化を図り、水害リス

ク情報の充実や情報発信、被災状況把握システムの強化を実施

河川管理者 河川管理者とダム管理

者との間の情報網整備

◼ 目標達成の見通し
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【KPI①】１級水系および２級水系の利水ダム（900ダム）における

情報網整備率

【KPI②】洪水予報河川及び水位周知河川以外の河川で、円滑・迅

速な避難確保等を図る必要のある１級・２級河川（約15,000河川）

のうち、洪水浸水想定区域図等を公表している小規模河川数

初期値（％）

目標値（％）

５か年加速化対策

避難確保計画の
作成及び訓練実施

避難の
実効性の確保

市区町村の地域防災計画への
要配慮者利用施設の位置づけ
（避難確保計画作成、訓練の義

務化）

R3年水防法改正※

約900の利水ダムのダム諸量データの情報受信・集約・管理する情報網を整備

小規模河川の浸水想定区域の指定充実により水害リスク情報の空白域を解消

※浸水想定区域…大雨や洪水が起きた時に、水に浸かる恐れがある
場所を地図上で示した区域

浸水想定区域の指定河川数
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※令和３年水防法改正により、洪水浸水想定区
域指定対象河川について、住家等の防護対象の
あるすべての一級河川、二級河川に拡大

R3年水防法改正※

： 多目的ダム

： 利水ダム

  ： 流域

既存ダムの諸量データの
リアルタイム集約

水系全体で統合された情報の共
有が可能となり、より効果的な事

前放流等の調整が可能

▲川の防災情報（吉野川水系利水ダム）

ダム諸量グラフ・
ダム模式図

ダム諸量
（放流量、流入量、
貯水位等）

水防法に基づく避難確保計画作成対象施設数と計画作成率

洪水浸水想定
区域の指定

▲川の防災情報※（四国地方のエリア地図）

ダムを選択

※「川の防災情報」とは、大雨などの際に、雨や川の水位の状況などを、インターネット

を通じてリアルタイムに配信し、避難判断等に必要な情報を入手できるウェブサイト

情報収集の高度化により効果的な事前放流等の調整が可能

水害リスク情報の空白域の解消により適切な避難行動を支援

対策 1

対策 2

１-４

◼ 目標達成の見通し

R3 R4 R5

71億円 56億円 45億円

R6 R7 累計

67億円 60億円 300億円

※ このほか、加速化・深化分以外の予算も措置されている

全国各地の

河川・ダム


